












































は、少なくとも日本においては、欧米列強と対抗すべく「国家教育の基礎を築く」ことが中心的な目的とされた。『児童研究』第一巻第一号巻頭では、児童研究の主旨について、「本所は奮ひて諸者先輩の志を継ぎ、我国教育界の機運をして欧米と駢馳して恥づる所なく能く自国の児童に就きて実際の経験観察を重ね之を欧米のも と比較して其異同を明らめ以て国家教育の基礎を置くべき確実なる根拠を得 めんこ を期( 中略
)
   2」
	 と表明されている。
また児童研究では、子どもを新しく探索の対象に加
えることで、諸学問 活性化が意図されていた。『児童研究』創刊号「発刊の辞」では、児童研究は「各自が専門とする ころの に新光明を与ふべき」ものと歓迎され、同号の論説記事「児童研究の必要」では、「原始的」あるいは、「自然の位 に於て成人と動物との中間に位する」子どもが 成人」に成長発達していく過程を精査すること 人間 心理」に対する本質的な理解をもたらすのみならず 「 類と動物」という自然界 分類秩序や「文明時代の児童と野蛮人」という文明化への道程を解明 際、「子ども」を媒介 することで比較考察の視野が拡大すると期待されている
			3。さらにこの論説は、児童研究が自然科






























































   9」と主張した。
このように児童研究へ新しく医学が参入した結果、







関係者や行政官を中心にした地方部会の組織化を推進し、児童研究の成果によって得られた に関する新しい知識を社会的に普及させ 回路 拡充 人々の児童に対する認識を児童研究 方法論で枠付けようとはじめる。機 誌『児童研究』は、児童研究の理論的支柱となる海外の最新の学術動向と、それら研究の日本での受容のありかた 模索する実験的な場を提供してきたが、この頃より一般読 想定した啓蒙的な記事や解説が増えていく
『児童研究』は、発刊当初より会員制を敷いてお





































日本ではじめての公立の児童相談所と公設の託児所が開設するが、その革新性は、児童 保護・教化すべき対象として明確に規定し、自治体の管理下に置い 点にあろう。そして 児童相談所 運営 は、日本児童
学会が設立した先の児童教養相談所の理事であった三田谷啓の経験が生かされることとなる。三田谷は富士川游に師事し、一九一〇年から一九一八年まで『児童研究』の発行人を務めたが、その間にドイツ留学を果たし治療教育 を修めてドクトルの学位を得た。その後、児童相談に本格的に取り組むわけだが、大阪医学界の重鎮であり、彼の出身校である大阪医科大学学長であった佐多愛彦の推挙により 八 に大阪市役所に医員として赴任 そして一九二〇年には大阪市社会部の初代児童課長に就任することとな 。
大阪市が児童保護事業に乗り出した背景には、近代








に直結した。かつての「水の都」は、工場廃水や家事下水、さらには屎尿の投棄や流入によって河川の汚濁は著しく進行 、コレラ、腸チフス、赤痢など 伝染病の蔓延を招いたほか、「煙都」 の汚名を冠せられるほどに、林立する工場の吐き出す煤煙や有毒ガスによる空気汚染が深刻で、さらに運輸交通網 無秩序な発達に伴い、自動車・オートバイ 発する警笛 爆音、鉄筋コンクリート形式の建築物 建設に伴う振動と騒音といった都市特有の公害に悩まされた。
地方から流入してきた労働者のほとんどは、低賃金































の都合でこれ以上立ち入ることはできないが、その示唆するところを三点だけ述べたい ひとつは、児童研究が児童教養に有用な学として児童保護事業に転用されることになったのは、研究成果の通俗化や大衆化先に試みていたドイツ児童研究 影響を受けた富士川や三田谷が、運動 中核的なメンバーになったことの必然的な帰結だといえる。また、児童相談の目的が「健康な国民育成による国力増強」というイデオロギーに回収されること なっていったのも決して特異

























都市近郊に「家庭」をもった新中間層をターゲッに、大阪市では子ども向けの市場が形成されていた。その筆頭には、消費者としての子どもに着眼 て、児童博覧会の開催や「大阪コドモ研究会」の発足による児童用品 開発販売を先導した大阪三越百貨店が挙げられよう。また 三越の児童音楽隊を模倣し「宝塚」という常設の演劇空間を創成し女性 子ど に焦点を絞った娯楽文化を提供すること 目論んだ阪急電鉄、阪神間に動物園・遊園地や海水浴場・野球場な の遊興施設をいち早く開 し家庭を中心にした余暇生活の新スタイルを築 た阪神電鉄など 私鉄各社も沿線住民の子どもを顧客 取りこもうとしていた。さらに、子どもに焦点を絞った新規サービスを提供し新聞 としての個性化を図ることで、購読者を獲得しようと熾烈な販売合戦を展開した、大阪朝日新聞社 大阪毎日
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新聞社の試みも興味深い。大阪朝日新聞社が児童文化事業に乗り出し、「子どもにふさわしい」活動写真や音楽、児童文学のモデルを提示しようと「アサヒ・コドモ会」を企画したのに対して、大阪毎日新聞社は新聞事業としては世界初 児童保護事業 着手し、育児展の開催や健康相談、赤ん坊審査会 主催するなど、子どものための保健・衛生知識 普及に貢献 ていったのである。
高島平三郎、三田谷啓、野上俊夫、長浜宗佶、矢野
雄ら児童研究者は、支部会の講演会や上記の企画 講師として参加し、児童研究 成果 社会に向けて戦略的に発信 ていった。そのひとつの典型例は、一九二一年
( 大正十年
) 十一月六日に開催された児童愛









当選論文の題目は順 一等「躾方の要点」 二等「知能啓発の方法」 、「子供に勉強を押付けるな」 、三等「子供の人格を発展せしめよ」 、「子孫繁栄 分別 「子供の知識の芽生」 、選外佳作 食事 規則」 、「人間の尊い奉仕」 、「子供を育てる相談」 、「歯刷毛を使はす習慣」であった
		17。これら入選作に共通しているの




を読み取ることができよう。都市の発展に付随して登場した郊外生活者は、その出自にふさわしい新しい規律訓練のメカニズムを、情報メディアや消費文化に対して積極的に求め、その要望に応えようと児童研究はますます通俗化・大衆化していった ではないだろうか。この特定の地域に生起したかにみえる現象は、戦後の高度成長以降には、新中間層 全国化、高度情報化社会の到来、消費文化 盛況によっ ナショナルな現象として浸透 いくこととなる。そこ 児童研究がどう加担したのか、そ 功罪を含めて、改めて問われなければならないだろう。おわりに
以上、児童研究と地域の関係性を、児童研究が実用
の学として子どもの成育を阻む社会問題の解決や一部の知識階層の子ども観の啓蒙に取り組み始め 、一九一〇年代から一九二〇年代を中心に概観してきた。児童研究を生活再建の手段として必要 地域は、急激な工業化によってあらゆる都市の矛盾が露呈した貧困地域であり、国家の発展に社会経済的損失をもたらす因子―ここでは乳児死亡率に象徴される不衛生な環境と次代の労働者たる子どもの不健康― 徹底して排除しようと、児童研究に基づく児童相談が試み
られた。一方、児童研究の成果を積極的に需要した地域は、病んだ都市からいち早く脱出を遂げることのできた人々が多く住まう都市近郊であり、土地に由来する伝統文化や父祖伝来の習俗とは異なる、科学的合理性に立脚した知と恵まれた自然環境によって培われる健康を資本と 新しい育児・教育が模索されていた。
このように、ほんの一端ではあるが、児童研究の歴
史をふりかえってみると、児童研究はモダニズムと強い親和性をもっていることがわかるだろう。 とえば、児童研究と同じく十九世紀末に本格的な研究が開始され「在野の学」と呼ばれる民俗学が 近代化と都市化、ある は資本主義化によ 急激な社会変化を前に、消えゆく伝統文化へのロマン主義的な憧憬 民族意識を発露させながら、民衆の産育習俗の掘り起ことその継承に精力的に取り組んでいたのとは対照的である。つまり 児童研究は地域共同体崩壊の危機に際して、地域性 基盤を持つ集団の秩序や固有 価値規範に積極的な 味 見いだし、その再生に寄与しようとしたのではなく、どちらかというと を脱した普遍的な原理を注入することで、恒常的・安定的な社会の構築を目指そうとしたと仮定することもできるだろう。それが何 起因するも なのか 今後の検証が必要だが、そもそも近代国家としての理想の国家像が
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くっきりとした輪郭を持ちはじめた時期に、次世代育成の基礎を担う学として児童研究が出発したことを考慮すると、一見、各領域が寄せ集められだけの体系化とは無縁のバラバラな知の運動態のような児童研究も、近代に新しく生み出された「健康イデオロギー」を核に結びつき、欧米列強に比肩する国家建設を担う人材育成を社会的使命としていた ではなかろ か。児童研究を必要とした「不健康地」と児童研究を需要した「健康地」は、ともにその理想国家を建設する上で、最もふさわしい実験場として選ばれたも といえるだろう。
さて、このような児童研究の歴史から、今日の子ど





主主義と異質の他者を包含する寛容な多元主義を基礎にした「共生社会の実現」である が国際的に認識されているが、子どもの福利を最優先させる立場にたち、現場に関わるあらゆる利害関係者と協働しなら、ガバナンスの理想を探求していくこ が、地域の子ども学にも求められているの はないだろうか。
ところで、かつて児童研究がアプローチした地域
は、問題発生の背景や因果関係が把握しやすく対処法もいたってシンプルで済んだほか、児童研究が掲げる未来志向型の一元的な価値観 先導され ことを厭わない知識層が確かに存在していた。そ に対して、今日、地域という概念を地理的に枠づけられ 行政区域だけに限定し、そこに古き良き共同体へのノスタルジックな回帰願望を投影し しまうと 子ども不在の
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地域研究になってしまう恐れもでてこよう。今日の子どもを取り巻く問題状況は非常に錯綜しており、単純な因果論では解釈不能であり、また価値観が多様化するなか理想はひとつではない。子どもの貧困や教育格差に起因する社会的排除や差別は、つい最近まで地域のなかに埋没してしまっており、十分可視化されてこなかった。また、子どもの生活圏でもっともリアリテイを持つのは、生身の人間の身体や感情がぶつかり合う現実世界ではなく、電脳空間によって拡張しつづける仮想現実とな てきており、現実と仮想現実の境界は極めて不明瞭ともいえ 。そもそ 子どもは、特に幼いほど、声なき主体として、自らの置かれた状況やそこでの経験、処遇について率直に不満や意見、要望を訴える能力も機会も限られている上 厄介なことに、現在表面に出てくる子ども 声自体が、既に情報メディアや市場原理によって汚染されて まっている。つまり地域研究 おいて 、物理的に目 見え形として捉えられる現象だけを手がかりにしようとすると、もはや子どもの実態を捉えることは難しくなってきているのである。
子ども学を構成する領域
(area) とは何か、様々な議論
がなされているが、そこで中心的位置 占め とされる領域には、歴史感覚と空間認識が不足しがちな傾向がみられる。子どものウェルビーング あ べき姿を
過去・現在・未来の視点からきちんと位置づけ相対的に検証していく歴史軸と、水平思考によって子どもの置かれている状況を相関させなが 俯瞰し構造的に把握していく空間軸、それらが交差する地点 子ども学を定位させるグローバルな視座を持つことも、子ども学の新しい課題といえるのではなかろうか。―――――――――――１
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